
【取り組む際に生じた課題】

• 那覇空港発着国際線の運休（ 2020年4月～）と航空貨物スペースの一時的なひっ迫など

• 航空運賃の上昇

【生じた課題への対応と結果】

• 沖縄県航空コンテナスペース確保事業（運賃補助便）を活用しつつ、それ以外では船便及び福岡・関西空港
発直行便を併用することで、航空貨物のスペース確保やコスト削減、鮮度の維持等に取り組み、商品ごとに
物流の選択肢が広がった。

• 取扱品目の見直しとともに、取引先及び関係各所の協力を得て、季節ごとのプロモーションを実施している。
沖縄県産及び九州・全国特産青果物の価値を積極的に伝えることが、輸出継続・回復の一助となっている。

主に沖縄県内外向けの青果物の卸販売を行っており､2016年からシンガポールへの輸出を開始した。
沖縄県内スーパーへの青果卸及び国産青果物の品揃えを活かして、輸出品目や輸出額を伸ばしてい
る。

ミニトマト、きゅうり、ゴーヤー、苺、ぶどう等

【主な品目】

シンガポール、香港、マカオ、タイ

【主な輸出先国・地域】

【輸出取組の概要】

【輸出実績】

【今後の課題・展望】

• 沖縄から青果物をアジア市場へ出荷する可能性を探っていきたい。

【連絡先】 TEL: 098-860-9415 HP: https://www.sunny-okinawa.co.jp 

【活用した支援・施策】 沖縄県航空コンテナスペース確保事業（平成28年度～） 、長崎県農産物等輸出促進補助金
（令和元年度～）、農林水産省日本産農林水産物・食品海外販路開拓緊急支援事業（令和2年度）
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青果物

【効果があった取組】

市場仕入に加えて生産者・産地との連携による
産地取組み


